






































The relationship among help-seeking styles perceived social support
and adjustment to school in university students















































































































































































項          目 性別 人数 （%） 年齢 平均
悩みの領域
授業・学業場面
男性 85名 （19.95） 19.49 （.88）
女性 124名 （29.11） 19.44 （.93）
対人関係場面
男性 98名 （23.00） 19.59 （.97）
















尺度名 性別 平均値 標準偏差 t値
「援助要請過剰傾向（同性）」 男性 14.03 5.54 -3.47 **
女性 16.87 5.98
「援助要請過剰傾向（異性）」 男性 12.56 6.05 .95
女性 11.80 5.36
「援助要請回避傾向（同性）」 男性 13.51 5.13 3.25 **
女性 11.06 5.52
「援助要請回避傾向（異性）」 男性 14.29 6.22 -.03
女性 14.32 6.48
「援助要請自立傾向（同性）」 男性 19.07 4.77 -.61
女性 19.42 3.57
「援助要請自立傾向（異性）」 男性 16.28 5.93 1.80†
女性 14.77 6.00
「知覚ソーシャル・サポート（同性）」 男性 4.45 .90 -4.45 **
女性 4.97 .78





尺度名 性別 平均値 標準偏差 t値
「援助要請過剰傾向（同性）」 男性 15.49 1.40 -1.56
女性 16.74 1.52
「援助要請過剰傾向（異性）」 男性 13.80 1.46 3.18 **
女性 11.36 1.35
「援助要請回避傾向（同性）」 男性 13.30 1.45 1.27
女性 12.35 1.32
「援助要請回避傾向（異性）」 男性 15.41 1.37 .16
女性 15.28 1.59
「援助要請自立傾向（同性）」 男性 18.72 .99 .37
女性 18.52 1.02
「援助要請自立傾向（異性）」 男性 16.17 1.36 1.91†
女性 14.69 1.47
「知覚ソーシャル・サポート（同性）」 男性 4.55 .93 -2.35 *
女性 4.83 .78





相談場面 尺度名 友人の性別 自由度 平方和 平均平方 F値 有意差
授業・学業場面 援助要請スタイル 同性 （2.69） 49.26 .71 2.08
異性 （2.53） 46.64 .88 9.27
対人関係場面 援助要請スタイル 同性 （2.80） 40.29 .50 1.82



















































悩みの領域 尺度名 友人の性別 自由度 平方和 平均平方 F値 有意差
授業・学業場面 援助要請スタイル 同性 （2,109） 60.15 .55 1.01
異性 （2,77） 46.04 .60 1.12
対人関係場面 援助要請スタイル 同性 （2,107） 64.20 .60 2.97 過剰＞回避*




相談場面 尺度名 友人の性別 自由度 平方和 平均平方 F値 有意差
授業・学業場面 知覚ソーシャル・サポート 同性 （1.83） 68.58 .83 4.42 高群＞低群*
異性 （1.83） 72.20 .87 .40
対人関係場面 知覚ソーシャル・サポート 同性 （1.96） 49.68 .52 10.55 高群＞低群**




相談場面 尺度名 友人の性別 自由度 平方和 平均平方 F値 有意差
授業・学業場面 知覚ソーシャル・サポート 同性 （1.122） 64.20 .53 1.49
異性 （1.122） 63.08 .52 3.70 高群＞低群†
対人関係場面 知覚ソーシャル・サポート 同性 （1.117） 70.40 .60 3.81 高群＞低群†





























































































DePaulo, B. M. （1983）．Perspectines on help-seeking. 
In B. M. DePaulo, A. Nadler, & J. D. Fisher
（Eds.）, New directions in helping. Vol.2. Help-
seeking（pp.3-12）. New York: Academic Press．
福岡　欣治（1997）．友人関係におけるソーシャル・
サポートの入手と提供―認知レベルと実行レベル
の両面からみた互恵性とその男女差について―対
人行動学研究，15，1-14．
福岡　欣治・橋本　宰（1995）．大学生における家族
および友人についての知覚されたサポートと精神
的健康の関係　教育心理学研究，43（2），185-
193．
伊藤　直樹（2007）．大学生の援助要請行動に関する
基礎的研究　明治大学人文科学研究所紀要，60，
1-13．
木村　真人・水野　治久（2004）．大学生の被援助志
向性と心理的変数との関連について―学生相談・
友達・家族に焦点をあてて―　カウンセリング研
究，37（3），260-269．
北川　航・兒玉　憲一（2016）．大学生の同性並びに
異性友人知覚ソーシャル・サポートと自己充実的
達成動機及び意欲低下との関連　心理相談セン
ター紀要，12，17-21．
大久保　智生（2005）．青年の学校への適応感とその
規定要因―青年用適用感尺度の作成と学校別の検
討　教育心理学研究，53，307-319．
高坂　康雅・中島　唯（2011）．大学生における親密
度・性別の異なる友人との類似度の比較　日本教
育心理学会総会発表論文集，53，205．
永井　暁行（2016）．大学生の友人関係における援助
要請およびソーシャル・サポートと学校適応の関
連　教育心理学研究，64（2），199-211．
永井　智（2013）．援助要請スタイル尺度の作成：―
縦断調査による実際の援助要請行動との関連から
―　教育心理学研究，61（1），44-55．
三巻　祐佳・恒吉　徹三（2010）．性役割観と依存欲
求許容予測の関係がカウンセリングへのためらい
に与える影響　山口大学教育学部研究論叢，第3
部，芸術・体育・教育・心理，60，217-226．
高田　純・井邑　智哉・芥川　亘（2014）．大学生の
友人に対する援助要請意識と文化的自己観の関連
　総合保健科学，30，15-19．
竹ケ原　靖子（2014）．援助要請行動の研究動向と今
後の展望：援助要請者と援助者の相互作用の観点
から　東北大学大学院教育学研究科研究年報，62
（2），167-184．
興久田　巌・太田　仁・高木　修（2011）．女子大学
生の援助要請行動の領域，対象，頻度と大学生活不
安および社会的スキルとの関連　関西大学社会学
部紀要，42（2），105-116．
大学生の援助要請スタイル，知覚ソーシャル・サポートと学校適応感の関連
